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９月28日､ 第27回 ｢法人会全国大会｣ 熊
本大会が熊本市の ｢グランメッセ熊本｣ に
全国から約2,000名の会員が参加し､ 盛大
に開催されました｡
式典では､ 昨年と同様に税制改正に関す

る提言の主旨説明を行われたほか､ 今回か
ら初めて青年部による租税教育活動の報告
が行われ､ 当会より�尾会長他２名が出席
しました｡



諫早大村法人会報

第43号�

���



第43号

諫早大村法人会報

�

������ ���������������������� �� ���� � ������� ��� ��� �� � ����
永年に亘る税務行政の功労に対し�諫早大村法人会関係では
下記の方々が受賞されました｡

税務署長納税表彰受彰者

税務署長感謝状受彰者��� ��� �� �� �� � ����
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福岡国税局管内法人会連合会の第19回会員大会

が､ 11月26日�武雄市の ｢武雄市文化会館｣ で31
単位会の役員など約400人が参加して開催されま
した｡
大会では地元 佐賀県法人会連合会 中冨会長の

歓迎挨拶があり､ 福岡国税局管内法人会連合会
明石会長の主催者挨拶に続いて､ 来賓祝辞として
福岡国税局長 岡田則之様､ 佐賀県税事務所長 近
藤幹博様､ 武雄市長 樋渡啓祐様､ 九州北部税理
会会長 田村襄様のご挨拶がありました｡
後半の部では佐賀県立九州陶磁文化館館長 鈴

田由起夫氏が ｢知られざる武雄のやきもの｣ の演
題での記念講演が行われました｡�諫早大村法人会からは､ 井村副会長他６名が
参加致しました｡ 最後に次期開催地､ 甘木朝倉法
人会 田口会長他15名から来年の招へいを熱くＰ
Ｒされました｡

― 11月26日 武雄市 ｢武雄市文化会館｣ ―
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10／６ 女性部会､ 諫早市社会福祉協議

会へ古切手､ リングプルを贈呈

10／13 決算法人説明会 (９､ 10月決算

法人)

10／15 全国青年の集い (とちぎ大会)

10／21 厚生委員会及び大型保障制度加

入役員企業への説明会

10／22 諫早税務署管内税務連絡協議会

11／12 女性部会 和田諫早税務署長を

囲む研修会

11／15 女性部会視察研修会 (味の素

九州工場)

11／24 ｢平成23年度税制改正提言事項｣

要望活動

要望書提出先 (諫早市､ 大村市､

諫早市議会､ 大村市議会)

11／25 年末調整説明会(諫早文化会館)

11／26 年末調整説明会(大村市民会館)

11／26 福岡局連大会(武雄市文化会館)

10月６日 女性部会よりリングプル贈呈

10月13日 決算説明会

10月21日 厚生委員会
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12／２ 広報委員会

12／10 決算法人説明会 (11､ 12､ １､

２月決算法人)

12／16 県内事務局長会議

11月12日� 和田税務署長を囲む懇談会

諫早税務署別館会議室

法人会女性部会 (小野部会長) は和田署長
を囲んでの勉強会を開催しました｡
はじめにビデオ ｢国税査察官の仕事｣ を上
映し引き続き和田署長の卓話をお聞きし､ そ
の後､ 活発なる意見交換会を行いました｡
なごやかな雰囲気の中で忌憚ない意見､ 質
問が交わされました｡

11月15日� 女性部会視察研修会 (味の素 九州工場)

大隈重信侯生家前

女性部会 (小野部会長他16名) は､ 佐賀市諸富町にある味
の素㈱九州事業所の工場見学会を行いました｡ この工場は世
界最大級のアミノ酸工場で各方面からの見学者が後を絶たな
いそうです｡ 又､ 近郊の柳川 (御花) で昼食をとり､ 北原白
秋生家記念館を見学｡ 又帰りには大川市の旧三

み

潴
づま

銀行記念館
と西日本最大級の (お金) 貨幣博物館を見学しました｡ そし
て､ 最後に佐賀市水ケ江町の早稲田大学の創設者であり日本
初の政党内閣を立ち上げた大隈重信侯の生家と記念館を見学
しました｡
日帰りで盛り沢山の見学をし強行軍でしたが満足な一日で
した｡

12月２日 広報委員会
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お盆におとずれた宮�家のお墓は山の中腹にあ
り､ お参りを済ませて振り返ってみると､ とても

青い空の下に美しい街並みが広がっていて､ 私は

しばらくその景色を眺め続けていました｡ そこか

ら望める道路や海､ 川､ 森に山などといったもの

全てが私達の生活にとって快適であるよう整えら

れているのがわかります｡ 耳をすますと､ 遠くか

ら救急車のサイレンに混じって正午を告げるチャ

イムが聞こえてきました｡ 普段あまり意識したこ

とはありませんでしたが､ 意外な程数多くの公共

物に囲まれて日常を暮らしていることに気がつき

ました｡ そして､ それらは全て税金によってつく

られているのだと思いあたりました｡

税金には､ いろんな使い道がありますが､ 結局

その目的は ｢つくる｣ という一言に帰結できる気

がします｡

道路を通して橋を架け､ 災害に備えて川幅を広

げ山の斜面を整備したりすることなどは ｢造る｣

で､ 私達の生活を便利なものにしてくれます｡

警察や消防で治安を維持し､ 自衛隊によって国

を守ることなどは､ 私達の安全にとって不可欠な

社会制度で､ これらは法律を ｢作る｣ ことにより

実現され､ 執行に必要な財源は税金によってまか

なわれています｡ 制度や法律は目に見えるもので

はありませんが､ 私達が安心して暮らしていける

のも法律によって社会が安定した状態に保たれて

いるからです｡

そして､ もう１つの ｢つくる｣ が ｢創る｣ です｡

この ｢創る｣ には､ 今まで無かったものを生み出

すという意味があります｡ 現代世界は､ 中学生の

私の耳にも届いてくる程､ 目まぐるしく変わって

行っています｡ その中には決して歓迎すべきでは

ない事柄も含まれているようです｡ 十年前と今と

では､ 世界の様子も大分様がわりしたと聞いてい

ますが､ 私が大人になる十年後は更に変わってい

るでしょう｡ たとえどんな未来が訪れても私達が

今のように安全な社会で安心して暮らして行ける

制度や仕組みを ｢創る｣ ことは､ 何にも勝る税金

の使い道だと思います｡

｢造る｣､ ｢作る｣､ そして ｢創る｣ これら３つの

｢つくる｣ はどれも大切で､ 税金なしには実現で

きないことです｡ 私達の社会は､ ｢つくる｣ によっ

て支えられているとも言えます｡ お墓から眺めた

街の風景は､ 私にそんなことを教えてくれたよう

な気がしました｡

一緒に墓参りに来ていた叔父夫婦が､ そろそろ

帰ろうかと声をかけてきました｡ 叔母のお腹には､

２人目の子どもで私にとって８人目のいとこがい

ます｡ 私にとっても､ そしてもうすぐ生まれてく

るいとこにとっても､ より良い世の中であり続け

ること｡ その実現と継続のための税金であってほ

しいと思います｡

������������� ����������������������� � � � �����������������������������������������������

☆なお高校生の部では､ 諫早高校１年 末吉耕大君が標題 ｢私と税の関わり｣ で
福岡国税局長賞を受賞されました｡
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ともえ精工は1925年､ 北京に於いて創業､ 先代森

本弘に依り､ 華北交通 ｢南満州鉄道｣ 事業に参加｡
機関車､ 機械､ 製鉄､ 橋梁､ 発電所建設､ 建設事業
に参加､ 北支最大の重工機械工場として満鉄を支え
た｡ 当時の規模は､ 従業員3,000名 ｢邦人200名｣､ 工
場資産は､ 邦貨で２億6,000万円に達した｡
1945年終戦に依り内地に撤収､ 長崎県諫早市栄田

町に於いて再建を図る｡ 戦後の経済は困難を極め容
易には軌道に乗らず辛酸の連続であった｡ 1980年森
本弘社長死去､ 長男森本武弘､ 代表取締役就任｡
1991年諫早市本明町に新工場移転､ 2009年北工場､
西工場を増設｡ 舶用主機関の最重要部品製作に特化｡
大型プラノボーラ型５面加工機８台､ 大型ＮＣ旋盤
７台､ 大型横型ＭＣセンター７台｡ その他ＭＣセン
ター７台の新鋭機を設置｡ 国内大手エンジンメーカー､
三菱､ 三井､ ＩＨＩ､ 川重､ 神発､ 赤坂､ 外国､ 現
代､ ＨＳＤ､ 宣昌に納入｡ 各国海事協会､ ＩＳＯ90
01認定工場となる｡
2008年原子力認定工場に認可｡ 2010年日本鋳鍛鋼､
原子力発電機部品納入｡� ������������������������
基軸通貨としてのドル信認低下が金利低下を呼び､
円高が発生｡ 日本の輸出が落ち始めている｡ 更に企
業の海外移転が顕著になり､ 国内工場生産､ 設備投
資が減少､ 空洞化が進んでいる｡ 何れにしても世界
経済は､ 先進国 マイナス､ ＢＲＩＫＳ プラスであ
り､ アジアの経済が先導している｡
2011年はアメリカ経済は順次に堅実に回復が見ら

れるだろう｡ 相対的には世界のグローバルマネー
｢デリバリー資金｣ は世界のＧＤＰ､ 22兆ドルの３
倍､ 64兆ドルに達し､ リーマンショック以前の状態
に復帰している｡ 今後投機資金は天然資源 ｢石油､
鉄鋼､ ガス､ ウラン､ レアメタル｣ 稀少金属等に動
くだろう｡ 日本のＧＤＰ460兆円の14倍もの強大投
機資金が蠢き始めている｡ 此の事はマグマ溜まりの
エネルギーは満杯になった様なもので､ 相対的には､
世界の経済が上向き出している証拠である｡ 本来で
あれば2010年は上昇経済で､ 推移すべきところでマ
イナス要因が多すぎた､ 即ち回復も早いのではない
だろうか｡

� �������������������������
設備の体質改善
１. 同時３軸同時５軸の採用に依る､ 段取り時間の
ゼロ化､ 汎用工作機械のＮＣ工作機械へ改造 [自
社]
２. 同時５軸､ プログラム [マスターキャム] の人
材育成､ 充実､ ｢最重要課題｣…最小５名
３. ＮＣロータリー割り出し盤の製作設計
４. タングステンカーバイト [レアメタル] の再利用
５. 初期清掃､ ｢管理職自ら休日出勤､ 率先垂範｣
６. 劣化､ 故障の発見､ 即時回復の自主習慣､ 高難
度の故障は専門班出動､ 即時回復 ｢担当者は応援｣
７. 自分の機械は自分で守る､ 機械設備に強い体質
づくりとロスタイムの徹底排除

人の体質改善
１. ミラーニュウロン､ 線条体､ 脳細胞理論の実践､
自己能力の進化を増進させる教育｡ 安易な教育を
しない｡ ｢手取り､ 足とり｣ の教育はミラーニュ
ウロンの発達を阻害する｡ ミラーニュウロンの特
性を活かす｡
例 ｢中田英寿｣ サッカー選手､ 線条体 ｢自転車
乗り…絶対忘れない､ 応用能力向上､ 絶対的正
確な動作｣ 例 技能オリンピック日本選手

２. 技術達成度検定､ 目標の設定､ 目標項目､ チャ
レンジ精神の風土造り
３. 感性豊かな爽やかな職場づくり
４. 運命創造論の討論､ [父親､ 母親]､ 遺伝子の進
化､ 神経集中 ｢座禅会の実施｣
５. 唯物論＋唯心論…何の為に働くのか？…右脳､
左脳の医学的働き､ 解釈

工場の体質改善
１. 設備の体質改善＋人の体質改善＝工場の体質改
善､ コスト低減､ 競争力､ 利益率の向上
２. 将来性の展望｡ 個人､ 会社のテーマ､ 夢､ 計画
｢人生プログラム｣ ｢会社プログラム｣
３. １年計画､ ３年計画､ ５年計画､ 10年計画､ 20
年計画､ 夢計画

※節節に､ 区切りをつけて､ 方針方向を示し新路を開発､ 古
代ヨーロッパの遺跡はあるが､ 現存しない｡ 日本の伊勢神
宮は20年に一度､ 遷宮があるため､ 永久に存続している､
変化が存続の第一条件である｡
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幸運トラック株式会社は､ 現会長が大村市松原で

昭和25年に創業し､ 昭和28年９月､ 地域の皆様の願

いと顧客の皆様の要請を受けて設立致しました｡

設立当初は､ 地元の一次産品の輸送が主力で､ 大

村市と長崎市内を往復して輸送する日々の連続でし

た｡ しかし､ どんな状況になっても､ ｢人と人｣､

｢物と物｣､ ｢地域と地域｣ の交流がお客様に喜ばれ

るサービスであり､ それが後に地域社会の発展にも

つながって行くという強い信念のもと､ さらなる努

力を続けてまいりました｡

以来､ 現社長 (入社当時28歳) が創業者の精神を

受け継ぎながら､ 社会生活の豊かさと安定を目指し

て､ 多くの顧客の皆様との地道な対話を実践｡ 独自

の発想と感性､ 熱き開拓精神をフルに活かし､ 冷凍・

冷蔵品を含む陸運貨物の輸配送サービスを市場に提

供してまいりました｡� ���������
弊社は会社設立後､ 福岡､ 加西 (兵庫県)､ 東北

(岩手県) の各営業所並びに名古屋連絡所､ 北九州

連絡所､ 東京事務所を順次開設すると共に､ グルー

プ会社として､ アヤカエキスプレス㈲とアヤカ自動

車㈱を設立することで全国に輸送ルートの基盤を築

き､ グループを合わせると車両360台､ 従業員420名

と着実な成長を遂げています｡ このことは､ まさに

お客様の信頼の基に築かれたものと確信しておりま

す｡

現在は社会､ 経済､ 産業の価値観の転換期にあり､

弊社としても柔軟にその変化に対応して行くことが

求められています｡ 今後は ｢安全｣ 且つ､ ｢迅速・

確実・丁寧｣ な輸送業務をＩＳＯ9001の品質方針に

掲げ､ 社員の ｢人の質を向上｣ させることにより､

｢信頼と安心｣ をお客様にお届け致します｡� �������������
私は､ 平成21年５月12日に代表取締役社長に就任

しましたが､ 昨今の運輸・物流業界は､ 単なる輸送

サービスを求められていた時代から､ 国内から海外

へとグローバル化が進み､ 環境に配慮した安全と高

品質並びに付加価値の高い輸送サービスを求められ

る時代へと急激に変化しています｡

弊社は創業60周年を機に､ ＣＯ２削減のＥＣＯ活

動と社員教育の内容を更に充実させ､ 安全を最優先

課題として更なる顧客満足度の向上を目指し､ 健全

経営を確立する事により､ 地域社会にも貢献したい

と思っております｡

また､ 今後はアジアにも視点を置き､ 急速に進む

国内貨物から海外貨物へのシフトに対応できるよう

更なる輸送方法の構築と提案を行い､ 『幸運グルー

プ』 が70年､ 100年と継続できる企業を目指し､ 全

社員が人の質を上げて地域社会の発展に取り組んで

まいりますので､ 地域の皆様には今後ともご支援と

ご指導､ ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます｡
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